
国立大学法人福井大学職員就業規則（抜粋） 
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附 則 
 

第１章 総則 

（目的） 
第１条 この規則は，労働基準法（昭和２２年法律第４９号。以下「労基法」という。）第８９条の規定に

より，国立大学法人福井大学（以下「大学」という。）に勤務する職員の就業に関して必要な事項を定め

ることを目的とする。 
 

（略） 

 
（定年） 

第２３条 職員の定年は，次のとおりとする。 

一 教育職員（附属学校副校長，副園長，教頭，主幹教諭，教諭，養護教諭及び栄養教諭を除く。） ６５

歳 

二 一以外の職員 ６０歳 

２ 定年による退職の日（以下「定年退職日」という。）は，定年に達した日以後における最初の３月３１
日とする。 
（無期雇用契約へ転換した職員の定年） 

第２３条の２ 労働契約法第１８条の規定に基づき，期間の定めのない雇用契約へ転換した職員（以下「無
期雇用契約転換職員」という。）の定年は，次のとおりとする。 

一 教育職員（附属学校副校長，副園長，教頭，主幹教諭，教諭，養護教諭及び栄養教諭を除く。） ６５

歳 
二 一以外の職員 ６０歳 
２ 無期雇用契約転換職員が前項の定年に達したときは，当該定年に達した日以後の最初の３月３１日に退

職する。 
３ 第１項の定年に達した日以後に無期雇用契約転換職員となった者については，無期雇用契約転換職員と

なった日を当該定年に達した日とみなし，その日以後の最初の３月３１日に退職する。 

（定年による退職の特例） 
第２４条 学長は，第２３条の規定にかかわらず，その職員（教育職員のうち，教授，准教授，講師，助教

及び助手は除く）の特殊性又はその職員の職務の遂行上の特別の事情からみてその退職により業務の運営

に著しい支障が生ずると認められる十分な理由があるときは，１年を超えない範囲で定年退職日を延長す
ることができる。 

２ 前項の規定による定年退職日の延長は，３年を超えない範囲で更新することができる。 

 
（略） 
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福井大学学術研究院教育・人文社会系部門総合グローバル領域 

倫理審査委員会要項 

 

平成 28 年７月８日 

教育・人文社会系部門長裁定 

 

 （趣旨） 

第１ この要項は，福井大学に所属する教職員及び学生（以下「教職員等」という）が，

人間を対象として行う研究（実験，調査，検査，面談や指導・訓練等の実践活動を含む）

のうち，とくに学術研究院教育・人文社会系部門総合グローバル領域（以下「本領域」

という。）が中心となるものに関して，以下のような倫理的及び社会的諸問題の対処に

関わる基本原則，審議組織等を定めるものである。 

(1) 対象となる協力者の人権に対する配慮（協力者への負担・苦痛の回避，協力者に生

じる不利益及び危険性に対する配慮，個人情報の保護等） 

(2) 協力者に対する同意の確認 

(3) 研究結果の公表及び所属する学会等の倫理規定等の遵守 

(4) その他の倫理的な配慮 

 （設置） 

第２ 本領域に，福井大学学術研究院教育・人文社会系部門総合グローバル領域倫理審査

委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 （所轄事項） 

第３ 委員会の所掌事項は，次のとおりとする。 

(1) 研究倫理の在り方に関する基本的事項の調査・検討 

(2) 教職員等が企画する研究等の可否に係る審査 

(3) その他研究倫理に関して必要な事項 

 （組織） 

第４ 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 領域長が指名する本領域所属の教授            １名 

(2) 領域長が指名する本領域所属の准教授及び講師      各２名 

(3) その他領域長が必要と認めた者 

（任期） 

第５ 委員の任期は２年とし，再任を妨げない。 

２ 委員に欠員が生じた場合の補欠委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

（委員長） 

第６ 委員会に委員長を置き，第４第１号の委員をもって充てる。 

２ 委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長が指名した委員がその職務を代行する。 

 （会議） 

第７ 委員長は委員会を招集し，その議長となる。 

２ 委員長は，必要と認めたときは，委員以外の者の出席を求め，意見を聴くことができ

る。 

３ 委員は，本人が申請した実施計画等の審議に加わることはできない。 
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 （雑則） 

第８ この要項に定めるもののほか，研究倫理に関し必要な事項は，委員会が別に定める。 

 （庶務） 

第９ 委員会の庶務は，総務部国際地域学部支援室において処理する。 

 

附 則 

この要項は，平成 28 年７月８日から施行し，平成 28 月４月１日から適用する。 
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福井大学学術研究院教育・人文社会系部門総合グローバル領域の 

倫理審査に関する要項 

 

平成 28 年７月８日 

教育・人文社会系部門長裁定 

 

 （趣旨） 

第１ 福井大学に所属する教職員及び学生が，人間を対象として行う研究（実験，調査，

検査，面談や指導・訓練等の実践活動を含む。）のうち，学術研究院教育・人文社会系

部門総合グローバル領域（以下「本領域」という。）が中心となるものについては，福

井大学学術研究院教育・人文社会系部門総合グローバル領域倫理審査委員会要項に定め

るもののほか，この要項に定めるところによる。 

 （審査手続） 

第２ 審査を希望する者（以下「申請者」という。）は，別紙様式１による倫理審査申請

書（以下「申請書」という。）に必要事項を記入のうえ，総合グローバル領域長（以下

「領域長」という。）に提出するものとする。 

２ 領域長は，申請者から申請書を受理したときは，福井大学学術研究院教育・人文社会

系部門総合グローバル領域倫理審査委員会（以下「委員会」という。）に審査を付託す

る。 

  （審査基準） 

第３  委員会は，申請があった研究について，倫理的な観点から審査する。 

２ 審査に当たっては，次の各号に掲げる事項に留意するものとする。 

(1) 対象となる協力者の人権に対する配慮（協力者への負担・苦痛の回避，協力者に生

じる不利益及び危険性に対する配慮，個人情報の保護等） 

(2) 協力者に対する同意の確認 

(3) 研究結果の公表及び所属する学会等の倫理規定等の遵守 

(4) その他の倫理的な配慮 

  （判定）  

第４  委員会の審査の判定は，次の各号に掲げる表示により行うものとする。 

(1) 承認 

(2) 条件付承認 

(3) 変更の勧告 

(4) 不承認 

(5) 審査対象外 

  （審査結果の通知）  

第５ 委員会は，前条の判定結果を，申請者に通知するものとする。 

２  委員会は，審査結果が第４第２号から第５号のいずれかに該当する場合は，その条件，

勧告又は理由を付記しなければならない。 

 （再審査等） 

第６ 審査結果が，第４第２号から第４号のいずれかに該当する場合，申請者は，別紙様
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式２によって，再審査を求めることができる。 

２ 再審査の要求があった場合，委員会はその内容等を審議し，結果を申請者に通知する

ものとする。 

   (研究計画の変更) 

第７ 申請者は，承認された研究計画を変更しようとするときは，速やかに別紙様式３に

よる研究変更届を領域長に提出しなければならない。 

２ 領域長は，前項の提出があったときは委員会に審査を付託し，委員会は，当該変更に

係わる研究計画について改めて審査を行うものとする。 

 （終了等の報告） 

第８ 申請者は，当該研究を終了したとき又はこれを中止したときは，別紙様式４による

研究終了（中止）届を領域長に提出しなければならない。 

（問題への対処） 

第９ 申請者は，承認された研究において，事故，倫理的及び社会的問題，研究の協力者

からの苦情等が発生した場合には，速やかに別紙様式５による倫理的問題の発生報告書

を領域長に提出しなければならない。 

２ 領域長は，前項の提出があったときは委員会に審査を付託し，委員会は，その内容を

検討し，対応方法等について審議するものとする。 

  （記録等） 

第 10 委員会は，審査経過及び審査結果を記録として保存し，個人情報等で公開が不適 

当と認められるものを除き，請求に応じてその情報を公開するものとする。 

 

附 則 

この要項は，平成 28 年７月８日から施行し，平成 28 年４月１日から適用する。 
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大学院国際地域マネジメント研究科 院生研究室（イメージ図） 

 

院生研究室として１室（２３㎡）を整備。主な設備：テーブル，椅子，収納棚。 
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リ
カ
レ
ン
ト
教
育

学
⽣
対
象

＜
主
な
学
問
分
野
＞

・
経
営
学
・
社
会
学
等
の
社
会
科
学
系
分
野

・
外

国
語

，
文

化
研

究
等

の
人

文
科

学
系

分
野

育
成

す
る
人

材
像

地
域

の
創

生
を
担
い
，
グ
ロ
ー
バ

ル
化

す
る
社
会

の
発
展

に
寄
与
で
き
る
人

材

（
教

育
課

程
，
履

修
方

法
の

特
徴

）
・
交
換
留
学
と
英
語
を
中
心
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
育
成

・
P
B
L
を
中

心
と
し
た
問

題
解

決
能

力
の

育
成

・
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
プ
ロ
ー
チ
と
地
域
創
生
ア
プ
ロ
ー
チ

基
礎

と
な
る
学

部
と
の
関
係

共
通
す
る
「
国
際
地
域
」
の
概
念

地
域
と
世
界
と
が
相
互
に
連
関
し
影
響
し
合
う
が
ゆ
え
に
，

双
⽅
を
切
り
離
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
⼀
体
化
し
た
も
の

と
し
て
把
握
す
べ
き
と
い
う
観
点
に
基
づ
く
も
の

「
国

際
地

域
」
の

概
念

は
学

部
と
共

通
と
す
る
が

，
育

成
す
る
対

象
や

人
材

像
，
専

門
分

野
の

関
係

か
ら
独

立
研

究
科

と
す
る
。

（
本

専
門
職

大
学
院

に
お
け
る
教
育

）

・
実

務
家
教

員
を
中

心
に
し
た
実

践
的
な
教
育

＜
事

例
研

究
，
現

地
調

査
，
双

方
向

の
授

業
等

＞

・
企

業
等

と
の

協
働

に
よ
る
海
外

実
地
研

修
・
勤

務
し
な
が

ら
の

学
習
へ

の
考
慮

＜
長

期
履

修
制

度
，
平

日
夜

間
及

び
土

曜
日

の
授

業
開

講
＞

・
教

育
課

程
連

携
協
議

会

- 151 -

tamamura
テキストボックス
資料17



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 白 紙 ペ ー ジ ） 

- 152 -



区
分

月
火

水
木

金
土

日

1
限

目
8
：
4
5
-
1
0
：
1
5

【
隔

週
】

海
外

事
業

実
践

論

【
隔

週
】

企
業

会
計

・
財

務
・

デ
ー

タ
分

析

2
限

目
1
0
：
3
0
-
1
2
：
0
0

【
隔

週
】

海
外

事
業

実
践

論

【
隔

週
】

企
業

会
計

・
財

務
・

デ
ー

タ
分

析

3
限

目
1
3
：
0
0
-
1
4
：
3
0

【
隔

週
】

ま
ち

づ
く
り

・
観

光
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
論

【
隔

週
】

地
域

の
産

業
発

展

4
限

目
1
4
：
4
5
-
1
6
：
1
5

【
隔

週
】

ま
ち

づ
く
り

・
観

光
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
論

【
隔

週
】

地
域

の
産

業
発

展

5
限

目
1
6
：
3
0
-
1
8
：
0
0

6
限

目
1
8
：
0
0
-
1
9
：
3
0

In
te

rc
u
lt
u
ra

l

c
o
m

m
u
n
ic

at
io

n

地
場

産
業

の

海
外

展
開

7
限

目
1
9
：
4
0
-
2
1
：
1
0

国
際

ビ
ジ

ネ
ス

リ
ス

ク
論

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

Ⅱ

区
分

月
火

水
木

金
土

日

1
限

目
8
：
4
5
-
1
0
：
1
5

【
隔

週
】

海
外

事
情

研
究

Ⅱ
【
隔

週
】

デ
ー

タ
分

析
手

法

2
限

目
1
0
：
3
0
-
1
2
：
0
0

【
隔

週
】

海
外

事
情

研
究

Ⅱ
【
隔

週
】

デ
ー

タ
分

析
手

法

3
限

目
1
3
：
0
0
-
1
4
：
3
0

【
隔

週
】

国
際

交
渉

研
究

【
隔

週
】

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

Ⅰ

4
限

目
1
4
：
4
5
-
1
6
：
1
5

【
隔

週
】

国
際

交
渉

研
究

【
隔

週
】

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

Ⅰ

5
限

目
1
6
：
3
0
-
1
8
：
0
0

6
限

目
1
8
：
0
0
-
1
9
：
3
0

E
ng

lis
h 

C
o
m

m
un

ic
at

io
n
 I
I

E
ng

lis
h 

R
e
ad

in
g/

W
ri
ti
ng

  
II

7
限

目
1
9
：
4
0
-
2
1
：
1
0

ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

中
国

語

区
分

月
火

水
木

金
土

日

1
限

目
8
：
4
5
-
1
0
：
1
5

【
隔

週
】

海
外

事
情

研
究

Ⅰ
【
隔

週
】

経
営

戦
略

論

2
限

目
1
0
：
3
0
-
1
2
：
0
0

【
隔

週
】

海
外

事
情

研
究

Ⅰ
【
隔

週
】

経
営

戦
略

論

3
限

目
1
3
：
0
0
-
1
4
：
3
0

【
隔

週
】

地
域

産
業

論
【
隔

週
】

国
際

関
係

論

4
限

目
1
4
：
4
5
-
1
6
：
1
5

【
隔

週
】

地
域

産
業

論
【
隔

週
】

国
際

関
係

論

5
限

目
1
6
：
3
0
-
1
8
：
0
0

6
限

目
1
8
：
0
0
-
1
9
：
3
0

E
ng

lis
h 

C
o
m

m
un

ic
at

io
n
 I

E
ng

lis
h 

R
e
ad

in
g/

W
ri
ti
ng

  
I

7
限

目
1
9
：
4
0
-
2
1
：
1
0

入
学

前
修

了
後

専
門

職
大

学
院

の
時

間
割

（
例

）

１
年

次
前

期

4
月 l

7
月

1
5
週

１
年

次
後

期

1
0
月 l

1
月

1
5
週

２
年

次
前

期

4
月 l 

7
月

1
5
週

２
年

次
後

期

➤
修

了
生

及
び

派
遣

企
業

等
に

対
す

る
ア

フ
タ

ー
ケ

ア

○
交

流
会

○
情

報
交

換
○

連
携

事
業

嶺
南

地
域

の
大

学
院

生
は

敦
賀

キ
ャ

ン
パ

ス
等

で
の

履
修

も
可

（
ス

カ
イ

プ
や

テ
レ

ビ
会

議
シ

ス
テ

ム
を

利
用

）

海
外

実
地

研
修

（
１

～
６

ヶ
月

）
及

び
最

終
報

告
書

作
成

社
会

人
が

働
き

な
が

ら
学

べ
る

よ
う

，
平

日
夜

間
・
土

曜
開

講
，

集
中

開
講

等
を

行
う

。

➤
講

座
開

設
に

よ
る

事
前

履
修

※
「事

業
デ

ザ
イ

ン
論

」は
，

夏
季

休
業

期
間

中
に

土
曜

・集
中

講
義

（
１

週
間

程
度

）

※
6月

～
7月

頃
，

プ
レ

海
外

研
修

※
「東

南
ア

ジ
ア

ビ
ジ

ネ
ス

事
情

」，
「事

業
課

題
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

」は
，

春
季

休
業

期
間

中
に

土
曜

・集
中

講
義

※
「移

民
問

題
」，

「管
理

者
行

動
論

」は
，

夏
季

休
業

期
間

中
に

土
曜

・集
中

講
義

在
学

中
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